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研究成果の概要：「なかよし」という関係は、肯定的な側面で捉えられることが多く、葛藤的な

側面を見落とされがちであった。そこで「なかよし」ということに含まれる両義性を問いなが

ら、保育の場における幼児理解や遊びの援助に関する示唆を得ることを本研究の目的とし、幼

稚園におけるフィールドワークを行った。研究のプロセスそのものを対象に幼児理解の方法に

関する分析を行うとともに、幼児期の仲間関係、仲間理解に関するエピソードの検討を行った。 
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１．研究開始当初の背景 

 

 
 保育の場において子どもたちが同年代の
仲間と関係を築き「ともだち」となっていく
ことは、ごく素朴に成し遂げられること、あ
たりまえのこととしてとらえられているこ
とが多い。筆者自身も幼児の親しい関係とし
て疑問を持たず「ともだち」「なかよし」と
いうカテゴリを研究の対象としてとりあげ
てきた。しかし、保育場面における子どもた
ちの遊ぶ姿を見る機会を深めるうちに、「と
もだち」や「なかよし」ととらえられる関係

は楽しいばかりではなく、悲しみや怒りなど
も含んだ複雑な関係であることが見えてき
た。また、「なかよし」という関係を、筆者
は無意識に肯定的な側面でしか捉えておら
ず、葛藤的な側面を見てこなかったことに気
づかされた。大人はもちろん子どもたち自身
も「なかよし」であることを大切なことであ
るととらえ、その関係に含まれる葛藤的な側
面は見逃されがちである。そこで「なかよし」
ということに含まれる両義性を問い、保育の
場における幼児理解や遊びの援助に関する
示唆を得ることを本研究の目的とした。 



 

 また、このように「なかよし」を両義性か
らとらえるという視点から研究をすすめる
に際して、研究方法の探究が必要であると考
えた。幼児期の「なかよし」を関係論的にと
らえるためには、保育現場の当事者と研究者
との関係のありかた、研究者自身のなかよし
の見方などの見直しが必要となる。本研究で
はエピソードをとらえる際に研究者自身が
出会った出来事の意味を常に問いながら観
察を深めていくナラティヴ的な探究を積極
的に行うことを予定した。この試みにより、
研究者自身のものの見方を再検討しながら
「なかよし」記述すること自体の再検討を研
究に組み込み、研究方法への新たな視点を得
ることをめざそうとした。 
 さらに、幼児期の仲間関係の中でも、他者
理解に関する検討も視野にいれた。「心の理
論」について日常場面の中でとらえた研究が
増加している中で、本研究も筆者自身が今ま
で取り組んできた観察をベースに「心の理
論」に関する日常的な場面での研究をひきつ
いだものとした。しかし、これまでと異なる
観点は「なかよし」という現象を中心におき、
相手を理解し親しくなることを当事者であ
る子どもたち同士ばかりではなく、その周囲
をとりまく子ども・大人を含めた共同的な現
象としてとらえていくことである。心をよむ
ことが共同行為であることが指摘されてい
るにも関わらず、そのように関係的に幼児期
の他者理解をとらえた研究はほとんどみら
れなかった。また、従来の仲間関係研究は、
どうしても量的な研究や友人関係の源を個
人の能力に帰属する研究が主であった。 

本研究で「なかよし」関係を状況的なもの
として描く新たな研究方法を探る中で、「な
かよし」の両義性にせまりつつ、幼児期の他
者理解に新たなアプローチを試みたいと考
えた。そしてこの試みにより幼児が他者を
「わかること」だけではなく「共感」し「わ
かりあうこと」への理解を深められると考え
た。 
 
 
２．研究の目的 
 
研究の背景から、下記の 3 点を探究するこ

とを本研究の目的とした。 
 

(1)幼稚園でみられる「なかよし」とみられる
エピソードを関係論的に分析すること。  
 
(2)「なかよし」の両義的な分析から保育場面
における幼児理解の方法を検討すること。 
 
(3)「なかよし」関係を分析することから幼児
期の他者理解のありかたについて検討する
こと。 

３．研究の方法 
 
 週１～２回、都内私立幼稚園の 1 クラスを
中心に、ビデオを用いた観察を行った。毎回、
出会った出来事をフィールドノーツにまと
め、そこに記述した中でも特に自分にとって
印象的だった出来事を A４版の用紙１枚にま
とめて幼稚園の先生方に翌回の訪問時にお
渡しした。また、筆者のビデオ記録をもとに
保育者との共同の研究会をおこなった。 
 このフィールドワークのプロセスそのも
のの文字記録とビデオ記録を下記の視点か
ら分析を行った。 
 
(1) 幼稚園でみられる「なかよし」に関する

エピソードの分析については、ある女児
の集団をとりあげ、彼女たちの関わる遊
びの中でも、「おいかけっこ」「おにごっ
こ」に関するエピソードの検討を行った。 

 
(2) 「なかよし」の両義性を考慮しながら、

保育場面における幼児理解の方法を探究
する際には、保育者との日常のやりとり
や共同でのエピソードの検討などから、
子どもの意味の世界へ入って行く筆者自
身のプロセスを検討した。 

 
(3) 「なかよし」関係を分析することから、

幼児期の他者理解のありかたを検討する
に際しては、幼稚園入園期の子どもの「模
倣」にまつわるエピソードの検討を行っ
た。 

 
 
４．研究成果 
 
(1)幼稚園でみられる「なかよし」とみられる
エピソードの関係論的分析 
 
一緒に遊ぶことの多かった女児のグルー

プの遊びを「おにごっこ」「おいかけっこ」
に関連するものにしぼり、彼女たちの 3歳児
クラス後半から卒園に至る「なかよし」のあ
りかたの変容の分析を行った。彼女たちの
「おにごっこ」「おいかけっこ」にまつわる
遊びを見ていくと、ぐるぐるまわる、逃げる
といった同調を楽しむ「なかよし」から、よ
く一緒に遊ぶ関係であるからこそ、一緒に楽
しむには、お互いに役割を担い役割を調整す
る葛藤も生じる「なかよし」へと変化してい
た。この変化は、「ルールがわからない」状
態から「ルールがわかる」ようになったから
もたらされたのではないように考えられた。
それは、ルールは明らかにわかっていてもそ
のようにふるまえないエピソード、さらには
泣いて遊びが維持できなくなるエピソード
から考察された。 

 



 

おにごっこになる以前のおいかけっこで
は一緒の動きをとても楽しんでいたが、それ
だけではない遊びを模索する中で仲間内で
「おいかける役」「おいかけられる役」に分
かれる遊びを見いだしていったとき、「オニ」
になることを受け容れることの難しさ、一緒
に遊ぶ「なかよし」内での緊張感があらわれ、
かえって難しい顔をしている子どもたちに
出会うことが多くなった。しかしそのような
葛藤・緊張の中でも遊びを繰り返す中で、
様々な葛藤を互いに感じつつ、遊びを維持し、
「なかよし」関係が深まっていることが伺え
た。役割交代する能力、ルール理解の能力、
社会的スキルなどのちからもそのような葛
藤をのりこえる関係の中でそのようなちか
らがあるように見えてくると思われる。「と
もに」の楽しさも葛藤も味わう関係としての
「なかよし」関係が見えてきたと考えられる。 
 
 
(2)保育場面における幼児理解の方法の検討 
 
保育の場に入りながら、日常生活の中での

子どもたちを理解したいと思い記録をとり、
自らの目に入ったことを克明に記述したつ
もりでも、また、ビデオカメラの記録をてい
ねいに文字化しても、子どもたちの生きてい
る世界がうまくとらえきれずにもがくこと
が続いていた。もがきながらも、筆者自身が
観察者として場に関わっていることを自覚
し、自らの感情も含めてその場について書い
ていくことが、筆者自身の記述に大きく欠け
ていたものであったことを意識し始めたこ
ろ、筆者の書いた記録が保育者や保護者にと
ってその子どもを理解する１つの資源とな
る機会があった。 
子どもの世界を内側から描くということ

は、子どもが見ている世界を描くこと、その
子の背負った歴史が見えること、そうなる必
然性が見えてくることである。筆者の記述は、
そのようには描けていなかったものである
が、読み手の視点によりそのような情報が加
えられて、それぞれにとって子どもの世界を
理解するきっかけになったのである。 
子どもたちの世界を描くとき、ひとつの説

明におさまらないのは、あたりまえのことな
のかもしれない。保育者、保護者、筆者それ
ぞれがエピソードに記された以外の広い世
界でそれぞれが「知っている」子どもたちの
世界や歴史があるからである。それぞれがそ
のような子どもたちとの歴史を背負ってエ
ピソードを読んだとき、そのエピソードが
「外側から」淡々と記述したものではあって
も、ある子どもを、子ども達の関係をより理
解し、その理解を共有するきっかけとなった
と思われる。それぞれが見ている子どもたち
の姿は接し方にも見ている時間にも大きな

幅があり、理解そのものもずれていると思わ
れるが、小さなきっかけで一瞬ではあれ子ど
もの世界を共有することが可能になったの
かもしれない。 
 このように、外側からの淡々とした記述で
あっても読み手の視点と子どもたちとの関
係の歴史により内側から読み取ってもらう
ことができた出来事をきっかけに、外側から
子どもたちの行為のみを記述していた筆者
の視点は、次第に対象の内側、子どもたちか
ら見た世界へも入り込み始めた。また、この
ように子どもたちの世界を、子ども、保育者、
保護者といった多様な視点からながめ、記述
を試み、またその子どもをめぐる出来事を保
育者とともに語る中で、筆者の記述の視点は、
子どもたちの世界の外側と内側とを往復し
始める兆しがみえた。研究者自身の感情も含
めた出来事のつながりを「物語（ナラティ
ヴ）」として記述し探究することで、そこに
記述されるエピソードが「問い」を追究する
ことにつながっていくことがようやく実感
され始めたように思われる。 
 
 
(3)「なかよし」関係の分析から幼児期の他者
理解のありかたを検討 
 

子どもたちが、ともに遊ぶようになるプロ
セスを理解しようとするときに、平行遊びか
ら連合・協同遊びへという大きな枠でとらえ
ることが多い。しかし、既に指摘がなされて
いるように、平行遊びもよく見てみると、た
とえ直接のやりとりはなくても、まったく独
立した動きではなく、相手がやっていること
を見ていたり、また見るだけではなく、行為
を同じくする「模倣」が生じていたりしてい
る。また、お互いにまねしあって遊びが広が
っていくことも指摘されている。幼稚園に入
園した子どもたちが、幼稚園という文化のな
かで出会い、ともに遊ぶようになるプロセス
をこのような「模倣」という現象を手がかり
に考察し、幼稚園入園期の他者理解の変容の
検討を行った。ここでは、ある男児Ｔのエピ
ソードをとりあげながら概略を述べる。 
 
初期に見られたのは次のエピソードのよ

うな「思わずつられるような動き」であった。 
 
Ｍちゃんが、部屋でおおげさに感じるよう

なのびのびした動きをしているなかで、どし
んとしりもちをついた。先生がそんな彼女に
「どし～んとしりもち」とにこにこと声をか
ける。それと同時くらいにＴくんが、Ｍちゃ
んがしりもちをついた横に並んで、同じよう
にしりもちをついてみている。さらにその直
後、しりもちをついているＭちゃんＴくんの
近くをＹちゃんがスキップしながら移動し

 



 

ていく。同じようにスキップしながらＡちゃ
んがＹちゃんに続く。するとおきあがって同
じようにちょっとスキップしてみるＴくん。
他の子の動きにすっとつられる場面であっ
た。 
 
 このときのＴの動きは、周囲の子どもたち
の動きをじっと見ていて、見ているうちに自
分でも同じ行為をふとしてしまっているよ
うな雰囲気であった。まねようとしていると
いうよりも、思わず同じ動きをしてしまって
おり、そのまねは一瞬ではあるのだが、周囲
の仲間がいなければ生じない同調という出
来事であったと考えられる。 
やがてＴの模倣は次のエピソードのよう

なかたちでも見られるようになる。 
 
ＩくんとＳくんのたたかいごっこがはじ

まる。その様子をＴくんが魅入られるように
見ている。たかいごっこをはじめたＩくんと
Ｓくんは左右対称でたたかいポーズをとっ
たりしている。そのふたりを見ていたＴくん
はやがて近づき、Ｉくんの隣に位置をしめる。
そのＩくんに並んだ位置で、Ｉくんと同じよ
うなたたかいポーズをとるＴくん。２対１の
ようなかたちのたたかいが展開する。Ｔくん
はあきらかに声、しぐさともにＩくんのまね
をしているように見える。Ｓくんには急に敵
がふたりになったようなかたちだが、さらに
おおきくポーズをとっていた。ひとしきりそ
のようなたたかいが繰り広げられた後、Ｓく
んは去り、ＴくんとＩくんは一緒にいる。Ｔ
くんがついていくのをＩくんも受け容れて
いる雰囲気である。また、Ｉくんはソフトブ
ロックで、Ｔくんはソフト積み木で武器を作
っている。 
 
先のエピソードと比して、Ｔは明らかにあ

るひとをまねようと試みているように見え
る。それはたたかいごっこという相補的なポ
ーズをとっているふたりのうちの片方の傍
らに位置し、その相手のまねをしていること、
またその行為が以前に比べてはるかに長く
続いていることにも現れている。たたかいポ
ーズのあとも、異なる素材ながらも、I の手
元を見ながらつくっているＴの姿があり、さ
らには IもＴの真似をし、相互に模倣をする
場面もみられた。 
 
幼稚園という文化の中で子ども同士の間

でどのように「模倣」が生じているかを考察
したとき、そこから仲間との関係、ともに遊
ぶ相手としての仲間の理解の深まりを考察
することができた。今後、他の子どもたちの
「模倣」の事例も含めて、他者の意図を理解
したうえで共感するような他者理解が深ま
るプロセスについて考察を深めていきたい。 
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